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幹事　中村　徳裕君
〔理事会報告〕
活動報告書の提出
4月23日小委員長から大委員長へ
5月7日大委員長から幹事へ

〔幹事報告〕
１．国際ロータリー
2008 RI Convention in Losangeles
年次大会　3月31日最終期限前のオンライ
ン登録のお願い

２．国際ロータリー日本事務局
2007年手続要覧

３．佐世保工業高等専門学校長 井上　雅弘様
「日中相互交流による実践的若年技術者の
育成 ―2007年度成果報告書―」の送付に
ついて
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会長　大神　邦明君
平成20年度の始まりです。桜は8分咲き、

今週はあらゆる事の出発の1週間です。桜も
この一週間の様です。
今日は外国からの来訪の方が来られまし

た。ペリー提督のご子孫との事です。それに
入会式がございます。待ちに待った親和銀行
の鬼木頭取の入会式です。
国の予算も可決され、何とか始まります。

一般予算83兆円、その他に特別会計がありま
す。道路特定財源と厚生年金・国民年金、為
替対応、罰金を扱う31項目の特別会計ですが、
総額368兆円との事です。国の運営の基礎的
なところですが、ここに埋蔵金があると言っ
ているとの事です。
本年度も早くに物事が定まり、良い年度に
なる事を願いたいと思います。

今日は理事会がございました。
将来ある学生で、苦労している奨学生への
援助事業の検討ということで、皆様からの意
見をいただきました。

○国歌「君が代」
○ロータリーソング「奉仕の理想」

会　長　挨　拶

2007～2008年度テーマ ROTARY SHARES　― ロータリーは分かちあいの心 ― 
2007～2008年度  R.I.会長 ウィルフリッド J. ウィルキンソン 
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紹介者　池田　　豊君
鬼木　和夫君
親和銀行頭取

クラブ奉仕委員長　米倉洋一郎君

大神　邦明会長、中村　徳裕幹事
アメリカ合衆国ノースカロライナよりご来
訪のクリストファー・ペリー・バートール様
（the Tharmal Belt RC〔サーマルベルトRC〕）、
キャロル・ライト・バートール様（the Tryon RC
〔トライオンRC〕）のご来訪を歓迎してニコニ
コします。日米友好万歳!

大神　邦明会長、梅村　良輔副会長
中村　徳裕幹事、有薗　良太副幹事
山縣　義道君、井手　常博君
池田　　豊君、中島　祥一君
円田　三郎君、遠田　公夫君
福田　金治君、佐々木秀也君
田中丸善保君、田中丸善弥君
才木　邦夫君、山下　尚登君
飯田　満治君、森　　信正君
長島　　正君、安部　直樹君
橘F 克和君
鬼木和夫氏の佐世保ロータリークラブへの
入会を歓迎します。

安井　　浩君、小川　　洋君
安福鴻之助君、金氏嘉一郎君
井手　孝邦君
馬田さんの卓話、楽しみにしています。

田中　龍治君
先週、取締役会において平成20年度事業計
画ならびに引き続き社長として承認していた

クリストファー・ペリー・バートール君
（サーマルベルトRC）

キャロル・ライト・バートールさん
（トライオンRC）

こんにちは、初めまして。私たち夫婦は米
国で別々のロータリークラブに入っていま
す。二人とも会長経験者です。

■親睦活動委員会 委員長　加納洋二郎君
来週4月9日貉 レオプラザホテ

ルにて、親睦活動委員会最後の
事業の観桜例会を開催致します。
現在63名の出席を戴いており

ます。
尚、今回は名誉会員の陸上自衛隊の中野様、
海上自衛隊の赤星様、そして米海軍司令のペ
ニー様、それぞれ転任されます。送別会の意
味も込めて皆様ご参加願います。

■次年度幹事 木村　公康君
本日セルフボックスに、各委

員長さんには次年度委員会事業
計画書と全会員に会員名簿作成
の資料を配付しております。
次年度は7月9日がガバナー公

式訪問となっておりますので、早めの依頼と
なりますが、よろしくお願いします。
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だきました。これも、ひとえに皆様方のご支
援の賜物と深く感謝いたします。これからも
よろしくお願いいたします。

藤井　　隆君
先週欠席しましたので、結婚記念のお祝い
のニコニコをします。

文献記録委員会　山下　　登君
ロータリークラブの出席に関

する件ですが、現在私共のクラ
ブでは例会は60％～70％の人が
出席しておられますが、次の例
会では前回の出席率は100％と報
告されています。
ということは例会に欠席された人でも前後
2週間の間に他のクラブにメークアップして
おられることだと思います。
数年前、「武雄」に営業所が出来たときに

武雄にいる親類の「武雄ロータリークラブ」
の会員の人から、武雄にこられたらうちのク
ラブにメークアップに来てくださいといわれ
ましたので武雄に行ったとき行こうと思った
ら、当日の例会は夜に変更になっていました。
ただ例会が夜に変わった場合、他のクラブ会
員が昼に来られて名前を書くだけでメークア
ップになりますが、例会が夜に変更されたこ
とを知っていながら、名前を書くだけで出席
になるので、それを知っていて来る会員の方
もおられるかもしれません。
実は私も昔はしていた様な記憶があります
が、現在は、例会変更の場合サインではなく
本人からの申し出で済みます。以上です。

『西の端だからおもしろい長崎の鳥』

早岐小学校事務主幹　馬田　勝義君
（日本野鳥の会長崎県支部）

長崎県は日本列島の西端にあ
り、北は朝鮮半島、西は東シナ
海を経て中国大陸に近い。この
ため、東西と南北に移動する渡り鳥の十字路
になっており、冬鳥、旅鳥、迷鳥が多い。大
陸に近いため、日本ではめったに見られない
鳥が毎年見られ、この地理的位置にあること
が、長崎県の鳥相をおもしろいものにしてい
る。
ツルはロシア、中国と鹿児島出水市を往復
する途中で九州西岸だけを通過する。
オシドリの越冬数は、全国で2番目に多く、
隔年で越冬数が増減する。これはオシドリの
好物であるドングリが隔年結実するためで、
ドングリがなり年（西暦で奇数年の秋）のと
きは、長崎県より東の地方にとどまり、不な
りの年は、ドングリを求めて西端の長崎に多
数渡来するためである。
国境を越えて渡る鳥は、天候が悪くなると
海上に浮かぶ離島に舞い降りる。ここで休息
と栄養補給をした後、天候が良くなると再び
飛び立っていく。まさに離島は渡り鳥の国際
空港であり、オアシスともいえる。長崎県に
は約600の離島があり、特に北端の対馬、九
州本土の北端の生月島、五島列島の北端の宇
久島、南端の福江島大瀬崎、男女群島には渡
り鳥が集中する。無人島の男女群島には、絶
滅が危倶されているカンムリウミスズメ、ア
カヒゲ、アカコッコ等も繁殖する。多くの離
島があるため、航路も多い。定期航路の船上
からは、集団で魚をとるオオミズナギドリ、
カツオドリ、カンムリウミスズメ等の海鳥も
楽しめる。
長崎県はタカの渡りもおもしろい。アカハ
ラダカは九州の西岸沿いを9月に約40万羽が
南下していく世界一の観察地になっている。

卓　　話

ニコニコボックス 本日合計 31,000円

累　　計 719,000円

◇

ロータリー3分間情報
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（今週の担当　山下　尚登）

クラブ会報委員会 委 員 長 山下　尚登　　委　員 黒木　政純・溝口　尚則
副委員長 芹野　隆英　　 金氏嘉一郎・松尾　慶一

海と島があるため、渡りルートや速度も推定
できる。ハチクマは9月から10月に、国内で
繁殖した約2万羽が福江島の大瀬崎から東シ
ナ海へ飛び出し、600kmの海上を渡って、中
国大陸から東南アジアヘ向かう。長崎県は、
南北に渡るアカハラダカと東西に渡るハチク
マが交差する全国で唯一の地点になってい
る。
野鳥の調査研究をしてわかったことは、

様々なことに還元したいと思っている。対馬
市厳原町では、観光協会と協力してタカの渡
り観察会を実施した。また、展望台の設置や
テレホンカード、名刺台紙、観光パンフレッ
トの作成等にも協力してきた。今、複数の旅
行社が観察ツアーを組むような有名な観察地
になった。
このように長崎県は、日本列島の西端にあ
るため、渡り鳥の十字路になり、渡り鳥の種
類や大陸系の迷鳥が多く、島には多くの渡り
鳥が集まる。また、九州西岸だけで見られる
アカハラダカやハチクマ、ツル、国内ではめ
ったに見られない珍鳥を求めて多くのバード
ウォッチャーが訪れる。
今後、外国との渡り鳥の共同調査をすすめ
たり、調査研究でわかった自然の魅力を多く
の人たちに伝えていきたいと思っている。

＊次回例会予告＊

観桜例会　　レオプラザホテルにて


